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研究代表者　飛田　博実
東北大学大学院理学研究科　教授
はしがき
本研究報告書は，平成18～19年度の2年間にわたって科学研究費補助金（基盤研究（B），研
究課題番号18350027）の交付を受けて行なった研究をまとめたものである。本研究を実施するに
当たり，多くの大学院生および学部学生諸君の協力を得た。彼らの新しい課題への積極的な挑
戦と粘り強い努力によって，長年の懸案であった反応性の高いシルン錯体の合成に成功し，そ
れを用いて多様な分子との反応性の研究がようやく始まったことは感慨深い。もう一つの課題であ
った触媒反応への展開は，残念ながらまだほとんど進展していないが，本研究によってその土台
を築くことができたと考えている。幾つかの新しい構造や予想外の反応の発見による喜びや興奮
を味わいながら，本研究を遂行できたことは幸せであった。また，今後のこの研究を起点とした研
究の展開が楽しみである。研究代表者として，研究分担者である橋本准教授および小室助教，経
理やスケジュール管理を担当した秘書の前田さん，そして学生諸君の多大な努力に対して，ここ
に深く感謝の意を表する次第である。
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